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ヒータの状態が「見える」
保全 ダウンタイムリスク削減

詳しい情報はこちら
K7TM

ヒータ状態監視機器
K7TM

90mm

45mm

実物大

ヒータ交換
タイミング

が見える

ヒータ
抵抗値

が見える

K7TMはヒータ電圧値とヒータ電流値を収集し、ヒータ抵抗値を計測します。その
変化率を監視することで、各ヒータの劣化傾向を把握。劣化が進んだヒータから交
換することで、ヒータ断線を予防し、設備の突発的な停止を低減します。

注1．K7TMでは、酸化に伴うヒータ劣化をヒータ抵抗値の変化を監視することで監視します。他の要因による劣化については監視できません。
注2．使用されるヒータ種や環境によってヒータの劣化傾向は異なるため、お客様の環境にあった適切なしきい値を設定ください。

しきい値の設定例

ヒータ抵抗値変化率
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ヒータの劣化傾向 ヒータ交換タイミングが見える

ヒータ抵抗値が見える

突発的な設備停止につながるヒータ断線を予防

交換時期の目安

予備品手配の目安



□

*1. CT（カレントトランス）は、弊社専用のCT（別売）をご使用ください。
*2. K7TM 設定ツールは、I-Webメンバに登録いただきますとダウンロードできます。

Microsoft® Excelのマクロブックを利用しているため、圧縮ファイルを解凍するだけで使用できます。

K7TMによる予知保全で、これまで発生していた3つのロスを削減

01 廃棄ロスの削減 02 機会損失の削減 03 早期交換ロスの削減

ヒータ断線により炉が突発的に停止す
ると、製造中の製品は廃棄や手直しが
必要となり、莫大なロスが発生します。
劣化が進んだヒータから交換すること
で、ヒータ断線を予防し、これまで発
生していた廃棄ロスを削減できます。

炉が突発的に停止した際に緊急保全で
対応すると、生産工程における遅れや、
機会損失が発生します。緊急保全から
K7TMによる予知保全に改善することで、
生産工程の遅れや機会損失を削減でき
ます。

時間計画保全を実施し、定期的に全て
のヒータを交換すると、ヒータ断線前
の早期交換ロスと、ヒータ交換に伴う
保全の手間が発生します。 適切なタイ
ミングで交換することで、早期交換ロ
スと保全工数を削減できます。

[ 管理事務所 ]

状態監視用パソコン

管理事務所からヒータの状態を
監視することで、定期的に現場で
確認をする必要がなくなります

データ収集用
PLC

タッチパネル

通信用変換機 K7TM設定ツール

CT

[ 製造現場 ]
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